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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、基本的なヘリックス・ループ・ヘリックス型転写因子である転写因子4をコードしています。コードされているタンパク質は、エフラッシボックス（「Eボックス」）結合部位（「CANNTG」）を認識します。このモチーフは、免疫グロブリンエンハンサーで初めて同定されました。この遺伝子は広く発現しており、神経系の発達において重要な役割を果たす可能性があります。この遺伝子の欠陥は、ピット・ホプキンス症候群の原因の一つです。さらに、通常10～37回の反復単位からなるイントロンCTG反復配列は、50回を超える反復単位にまで拡大し、フックス角膜内皮ジストロフィーを引き起こすことがあります。異なるタンパク質をコードする複数の選択的スプライシング転写バリアントが報告されています。
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	-
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	TCF4 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した K562 細胞のフローサイトメトリー分析。

